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　2010 年 5 月 13 ～ 14 日、ワシン
トン DC にて、全米科学振興協会
（The American Association for the 
Advancement of Science：AAAS）




























































注1：米国連邦政府の会計年度では、2011年度は 2010年 10月から 2011年 9月までとなっている。
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国債は、2007 年当時、対 GDP 比









　Patrick J Clemens 氏（AAAS 研
究開発予算・政策プログラム課長）












































































































図表 1　2011 会計年度研究開発予算要求の省庁別変化比率（対 2010 年度）
出典： Patrick J Clemens 氏（AAAS）講演スライド
注：薄い色の帯は、2011 年度イヤマーク予算の見積もり分注3）を含めた場合の増減。 
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colored bars indicate percent change with projected FY 2011 earmarks. © 2010 AAAS  
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企業 50 社の所在地は北米 23、ア
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mental Accounting Office）が 2004 年
に改組されて Government Account-






















て、NSF と NIH が中心となって進
めているプロジェクト、スター・
メ ト リ ク ス（STAR METRICS：
Science and Technology in Ameri-
ca’s Reinvestment Measuring the 
EffecT of Research on Innovation, 































































Budget Ofﬁce）、議会調査局（CRS：Congressional Research Service）と同列に位置づけられている。
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6   おわりに
　最後に、筆者がこのフォーラム
に参加した所感を以下に記す。


















































5）　米国地球規模変動研究プログラム（United States Global Change Research Program）のサイト：
 http://www.globalchange.gov/
6）　連邦農務省農業・食料研究イニシアティブ（AFRI：Agriculture and Food Research Initiative）のサイト：
 http://www.nifa.usda.gov/funding/afri/afri.html
7）　連邦教育省「トップへのレース（Race to the Top Fund）」事業のサイト：
 http://www2.ed.gov/programs/racetothetop/index.html
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これまで科学技術庁、文部科学省で各種科学技術行政に従事し、2008年より現職。
グル プーの主な調査研究テーマは、産学連携、大学発ベンチャーや地域イノベーショ
ン等。最近の主な関心は、政策立案・実行におけるエビデンスへの立脚と科学的助言
のあり方。
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
